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研究の要約 
本研究は，社会科学習導入期の小学校第３学年において社会参画

を目指した学習の単元開発を行ったものである。橋本（2013）は，

社会参画を目指した学習を「社会改善の思考・判断」と「社会参加

の態度」の二方向から捉えている。そこで，社会科学習導入期にお

いて二つの力をともに育成するために，地域社会とつながる課題の

追求と単元を貫く学習問題を基盤にした学習過程のもと，児童の発

達段階を踏まえた見学活動の設定と「自分とのつながりイメージ

図」の活用をし，「わたしたちのくらしと商店のつながり」の単元

を開発した。その結果，児童の社会的な見方・考え方の広がりや深

まりによって，思考力・判断力が向上し，社会への関わり方を考え

ようとする態度が形成された。このことから二方向からの単元構成

により，社会科学習導入期における社会参画を目指した学習が成立

することが明らかになった。 



Ｉ 問題の所在 

 

社会参画の視点が今日的な教育課題の一つと

して取り上げられたのは，1990年代の生涯学習分

野に端を発している。学校教育においては，平成

14年の「青少年の奉仕活動・体験活動の推進方策」

に初めて登場した。この答申の考え方は，平成18

年に改正された教育基本法，中央教育審議会答申

における社会科改善の基本方針，次いで学習指導

要領，学校教育法にも受け継がれており，社会参

画の視点はまさに今の時代に欠かせない視点の一

つであるといえる。 
社会科においては，今回の学習指導要領の改訂

に伴い，教科の究極目標である「公民的資質の基

礎を養うこと」の説明として「よりよい社会の形

成に参画する資質や能力の基礎を培うこと」１）と

明記され，社会参画の視点が取り入れられている。 
上記のことから，日々の授業においては，児童の

社会参画の力を高め，児童も社会の一員であるこ

とが実感できる授業づくりを目指してきた。しか

し，社会参画を目指した授業とは何か，育成すべ

き力とは何かが曖昧なまま実践を行ってきたこと，

地域社会とつながる体験型・参加型の授業を取り

入れながらも系統性がなかったことなどが課題で

あり，社会を担う一員であるという自覚を育てる

までに至っていない。 
そこで本研究では，子どもたちが主体的に学び，

社会の一員としての自覚をもち，単元の学習が終

了しても学び続ける態度を形成する，社会参画を

目指した学習について研究したいと考えた。 
 

Ⅱ 研究の目的 

 
 本研究は，地域社会とつながる課題を追求し，

直接経験と「自分とのつながりイメージ図」を活

用した二方向からの単元構成により，社会科学習

導入期における社会参画を目指した学習を行うこ

とを目的とする。 

Ⅲ 研究の方法 

 

１ 研究主題に関する基礎的研究 

２ 研究仮説の設定及び検証の視点 

３ 検証授業の計画・実施 

４ 検証授業の分析・考察 

 

Ⅳ 研究の内容 

 

１ 研究主題に関する基礎的研究 

 

(1) 社会参画を目指した社会科学習について 

社会参画を目指した学習については，研究の歴 
史が浅く，その全体像が明確になっていないが，

学習指導要領を基本とし，研究者の理論から表１

のように整理される。 
 

表１ 「社会参画を目指した学習」先行研究整理 
社会参画
を目指し
た学習 

学習指導要領
２） 

よりよい社会の形成に参画する資
質や能力の基礎を培う 

唐 木 ， 藤 原
(2010)３） 

社会参加学習 

橋本(2013)４） 
 

○その学習をすることにより，社
会に関心を持ち，継続的に社会
にかかわっていこうとする姿勢
を児童生徒に持たせる 

○社会参画の二方向性に着目（社
会改善の思考・判断力の育成，
社会参加の態度の育成）」，相乗
効果によって参画の質が高まる 

育成すべ
き力 
 
 
 

唐木(2008)５） 社会形成力 

澤井(2013)６） よりよい社会の形成に参画する資
質や能力の基礎としての思考力・
判断力・表現力 

橋本(2013)７） 
 

社会改善の思考・判断力 
社会参加の態度 

学習方法 学習指導要領
８） 

問題解決的な学習 

唐木(2008)９） 「プロジェクト型（問題把握→分
析→意思決定→提案・参加）」 

 

表１から本研究では，「よりよい社会の形成に

向けて主体性をもって継続的に社会とかかわって

いこうとする姿勢を児童にもたせる学習」を「社

会参画を目指した学習」と設定し，社会科学習導

入期の単元開発に生かせる点を導き出すこととす

る。 
 



(2) 社会参画の力とは 

橋本（2013）は社会参画を目指した学習として，

中学校第２学年の授業づくりを行っている。その

実践によると，「社会改善の思考・判断力の育成」

と「社会参加の態度の育成」の相乗効果によって

参画の質が高まるとしている。前者を育成する学

習とは「社会の問題・課題・現状・意識が分かり，

それらを判断する力を養い，行動は伴わないが社

会改善の思考力・判断力を目指す学習」とし，後

者を育成する学習を「社会への参加の仕方が分か

り，行動を伴う社会参加の態度の育成を目指す学

習」としている 10）。 

そこで本研究では，社会科学習導入期において

育成すべき社会参画の力とは，一つは「社会の課

題解決を目指した思考力・判断力」であり，また

もう一つは，「社会参画の態度」とする。その両者

をともに育成する単元開発を行うことでよりよい

社会の形成に参画する資質や能力の基礎となる力

に結びつくものと考える。 
 

２ 研究仮説の設定及び検証の視点 

 

(1)  研究仮説 

「自分とのつながりイメージ図」を活用し，地

域社会とつながる課題を追求した二方向からの単

元構成を行えば，社会科学習導入期における，社

会参画の力を高めることができるだろう。 
 

(2) 検証の視点  

 検証に当たっては，次の３点について検証を行

うこととする。 

(1) 
社会の課題解決を目指した思考力・判断力は育成できたか 

ア 毎時間ごとの評価規準の達成状況と思考の変容 
イ 個における思考の変容 

(2) 
社会参画の態度は育成できたか 

ア ２回の見学活動前後の児童の社会的な見方・考え方の比較 
イ 「自分とのつながりイメージ図」の活用状況 

(3) 二方向からの単元構成により，社会参画の力は育成できたか 

  
３ 検証授業の計画・実践 

 

(1)  検証授業 

ア 単元名・対象 

「わたしたちのくらしと商店の仕事」 

    第３学年 31名  

イ 期間 

平成25年 12月２日～平成26年１月９日 

 

(2) 指導計画の作成 

「知識の構造図」をもとに「社会参画を目指し

た学習」の構想図を用いて「単元構成と評価基準

および振り返りから見る社会の形成に参画する資

質や能力を見取る視点」の表（別添参照）を作成

した。 
 

(3) 社会科学習導入期（小学校第３学年）での社

会参画を目指した学習の構想 

前項の先行研究をふまえ，社会科学習導入期で

ある小学校第３学年の児童にとっての「社会参画

を目指した学習」について構想し，図１のように

示す。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 「社会参画を目指した学習」の構想図 

 

ア 社会の課題解決を目指した思考力・判断力を

育成するための工夫 

 
【学習素材】 

地域社会とつながる課題 

 

社会参画を目指した学習 

よりよい社会の形成に向けて主体性をもって 

継続的に社会とかかわっていこうとする姿勢を児童にもたせる学習 

 

社会の課題解決を目指した 

思考力・判断力の育成 

社会の課題が分かり，それら

の解決に向けて考えることで

社会に参画する。 

◆地域社会とつながる課題の

設定 

◆単元を貫く学習問題の設定 問題把握 

問題分析 

意思決定 

反省的思考 

参加・提案 

【学習過程】 

【二方向からの単元構成】 

社会参画の態度の育成 

 

体験したり，自分とのつなが

りを意識したりすることで社

会に参画する。 

◆二度の見学活動の設定 

◆「自分とのつながりイメー

ジ図」の活用 

社会参画の力の育成 

よりよい社会の形成に参画する資質や能力の基礎となる力の育成 



 社会の課題解決を目指した思考力・判断力とは，

地域社会とつながる課題を追求する過程で浮上す

る連続した問いの解決に向けて，児童が思考を深

める活動を取り入れ， 調べたことを， 比較， 関
連，総合，再構成して社会的事象の意味を考える

力とする（表２）。 

 

表２ 思考・判断の類型 
比較（比べる） ○複数の情報を比べる 

○違いや共通点から特性や変化，傾向など 
関連（つなげる） ○相互関係に着目し，社会的事象の意味（働

き，役割）を考える 
○条件に着目し，社会的事象の特色を考える 

総合（まとめる） ○抽象化する（つまり～といえる） 
 

再構成（組み立て
直す） 

○わかったことをもとにして自分なりの考
えをまとめる＝判断 

○価値や課題について判断し自分の考えを
組み立て直す，意見や主張をまとめる 

○新たな問いをもつ 
澤井陽介『小学校社会授業を変える５つのフォーカス「よりよい社会
の形成に参画する資質や能力の基礎」を培うために』図書文化，2013
年，60－65頁より作成。 
 
 

 (ｱ) 地域社会とつながる課題の設定 

 学習指導要領において，小学校第３，４学年の

学習内容に地域学習が位置付けられていることは

周知のとおりである。 
橋本は，社会改善の思考・判断力を育成するた

めの必要な要素の一つに，地域社会とつながる課

題の設定をあげている。またその課題は，社会の

中で改善の必要性が感じられる問題，特に時事問

題を取り上げるのがよいとし，社会参加の態度を

育成するためには，地域の中で自分たちでも参加

でき，地域に働きかけ，地域の協力が得られるも

のがよいとしている 11）。 
そこで本単元では，子どもたちの身近にある地

域社会とつながる課題として， 「毘沙門通り商店

街の活性化」を扱うこととする。「毘沙門通り商店

街」は児童の通学路沿いにあり，店があることは

認識しているが，商店街であることに気付いてい

ないと思われる。 また，活性化を願う商店街の

人々および地域住民の課題は，児童にとっても解

決の必要性が感じられる地域課題であり，課題を

追求することにより，店の工夫が分かるだけでな

く，地域をより身近に感じることができると考え

る。 

 
 (ｲ) 単元を貫く学習問題の設定 

本単元では，単元を貫く学習問題として「私た

ちのくらしと商店の仕事はどのようにつながって

いるのだろう」を設定した。児童は，第２時で自

分の予想を立て，「どのように」「なぜ」と問いな

がら， 最終時に向かって思考を深めていく（図２）。

また，この思考の流れを体系化する知識の構造図

を，国立教育政策研究所が示している評価規準に

照らし合わせて作成した。知識の構造図は，本単

元で身に付けたい力を明確にし，教師側の単元全

体の構造的な捉えや見通しに役立つとともに，毎

時間の児童の概念的知識の定着にも役立つもので

ある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 単元を貫く学習問題に対する 

児童の思考の流れ 

 

イ 社会参画の態度の育成 

 社会参画の態度とは，地域社会とつながる課題

を背景に，見学活動や社会参加体験を通して，児

童が自分と社会とのつながりを意識し，よりよい

社会への在り方や自分たちの社会へのかかわり方

を考えようとする態度とする。 
 

 
 
 

店はわたしたちにとって物が買える便利なところである。 

どうしたら解決できるだろう。 

毘沙門通り商店街はどうだろう。 
→フジと同じようにお客さんや地域のためにいろいろな

工夫をしている。 

◆問題分析（実際に行って調べる＝見学） 

◆意思決定 

 

わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し
と
商
店
の
仕
事
は
ど
の
よ
う
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。 

◆問題把握（各家庭の買い物調べ） 

◆反省的思考 → 参加・提案 （解決の実現に向けて）

毘沙門通り商店街のよさを地域の人に伝えるアイデアを 
考えよう。 

→笑顔いっぱいの毘沙門通り商店街を発信しよう。 

◆ゆさぶり 

（人気度推移の 

グラフ提示） 

【単元を貫く     
   学習問題】

【児童の思考の流れ】 

学習問題から 

自分たちが解決すべき課題

フジにはなぜたくさんのお客さんが来るのだろう。  
→お客さんや地域のためにいろいろな工夫をしている。 

店はわたしたちが住んでいる地域と協力して町づくりを

している。 

第２時 予想 

第 14 時 まとめ 

なぜ人気が下がって
いるのだろう。 

 



図３ 「自分とのつなが

りイメージ図」 

(ｱ) ２回の見学活動の設定 

社会科学習導入期の児童にとって社会的事象

を直接体験することは，目に見える事象を抽象化

し，概念化することに役立つ。本単元では，２回

の見学活動を設定している。１回目の見学で習得

した社会的な見方・考え方を，２回目の見学で活

用する。児童自身の社会認識のずれを発見させる

ことで，児童の社会的な見方・考え方を広げ，深

めることにつながると考える。 
 

(ｲ) 「自分とのつながりイメージ図」の活用 

キャリア教育 12）

において小学校第３

学年では， 「友だち」，

「自分の生活を支え

ている人」と関わる

ことを重視し， 「日

常の生活や学習と将

来の生き方との関係

に気づく」ことや，

「計画づくりの必要

性」などの態度の育

成について述べられている。小学校第３学年の発

達段階では，自分と社会的事象とのつながりを明

確にする視点をもつことが難しいと考えられるた

め，「自分とのつながりイメージ図」を活用するこ

ととする。本単元では，図３のように「家族」， 「友

だち」， 「店」， 「緑井の地域」を提示する。毎

時間の学習の振り返りを行う際に，自分とのつな

がりを感じたものを線で結び明確化する。これは

学んだことを自分のこととして捉え，社会の一員

であるという自覚を促すのに有効であると考える。 
 

４ 検証授業の分析と考察 

 

(1) 社会の課題解決を目指した思考力・判断力は

育成できたか 

ア 毎時間ごとの評価基準の達成状況と思考の変

容     

児童の毎時間のワークシートから，単元を貫く

学習問題「わたしたちのくらしと商店の仕事はど

のようにつながっているのだろう」に対し，児童

自身の課題としてより迫れているのはどの時間か

を分析した結果，第14時 ，第７時が顕著である

ことが明らかになった（図４，表３）。なお，第７

時については，次の項で詳しく述べることとする。 
目標への到達度が一番高かった第 14 時は，最

終時であるとともに，単元を貫く学習問題に対し

ての説明が求められる場面であった。 

すべての児童が，評価基準をおおむね達成でき

た３以上となり，販売にかかわる仕事と私たちや

地域とのつながりがあることを記述している。表

３の類型にあてはまるような思考の深まりがみら

れた児童は全体の43％であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 毎時間ごとの評価基準の到達度 

 

また，単元を貫く学習問題に対して，予想とま

とめを行った第２時と第14時で見取った思考 ・

判断・表現の観点別評価を比較すると， 第 14時

において全児童の思考・判断・表現の力が伸びて

いることが明らかである。 

 

表３ 思考の類型と児童の主な記述 
思考の類型 児童の主な記述 

総合 
○お店は買う人のことを考え，工夫をして商品を
売っていることが分かった。 
○自分と店との関係は，売ると買うになっている。 

再構成 

○緑井の地域の店は協力して，お客さんが笑顔で
買い物できるようにがんばっている。 
○店の人が工夫や苦労をしていることが分かっ
た。 
○他地域はどのようになっているのか。他地域の
販売の様子を知りたい。 

 



以上から，本単元における社会の課題である毘

沙門通り商店街の活性化の課題を考えることによ

り，児童の思考は，具体から抽象へ，調べて分か

ることから考えて分かることへと変容し，課題解

決に向けて考えることができたと推察できる。 
 

イ 個における思考の変容 

 二つの事例から，思考の変容を考察する。 
まず，思考の深まりにおいて課題のあるＡ児に

ついてである。Ａ児は，第２時で立てた予想に学

習内容とずれがあり，第14時においてもその思考

に変容が見られなかった児童である（表４）。 
 

表４ Ａ児の具体的な記述 
第２時 第１４時 

家族は一緒にくらしている。 店の人は働いている。 

 

Ａ児は， 第３時からワークシートに「店の工

夫」という記述を何度もしているものの，店の工

夫とは具体的にどんなものなのかについて理解に

いたっていなかった。そのため， 「笑顔で声かけ

をする」， 「値段を安くする」， 「ポイントサー

ビスをする」などの店の工夫の要素に気付いてい

るものの，それを店の工夫として概念化すること

ができなかった。具体的な手立てとして，第２，

14時のほかに，観点別評価の思考・判断・表現を

中心に見取った第３，６時において，毎時間のワ

ークシート上の記述だけでなく，自己の振り返り

の記述と合わせて，思考のずれを見取り適切な言

葉かけをすることが重要であったと思われる。 
次に，大きな思考の変容が見られたＢ児につい

てである。第11時では，児童の社会認識をゆさぶ

る資料として，図５に示す緑井地区の集客低下の

グラフを提示した。 
児童の反応は次のようであった。 

 

 

 

この学習の後，毘沙門通り商店街の活性化につ

いて「どうしたら解決できるのだろう」と新たな

問いを立て，商店街のよさを伝えるアイデアを提 

案した。それに対し，反省的思考を促すものとし

て，毘沙門通り商店会長，緑井まちづくり株式会 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ 第 11時で提示したグラフ 

 

社の方にコメントをいただき，立場を明確にした

企画書づくりを行った。 
Ｂ児は，第 11 時において「町をカラフルにし

ておもしろい町にする」とし，緑井まちづくり株

式会社の方から図６のようなコメントをいただい

た。パンフレットを読んで，緑井にはどんな人が

住んでいるのかと考えた結果，６月に盲導犬の学

習でお世話になった方を想起し ，「目の不自由な

方が笑顔になる毘沙門通り商店街」を再提案し，

図６中①，②のように，これまでの学習から得た

知識を生かしながらまとめを行った。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 
① 

【緑井まちづくり株式会社の方より】 
すてきなアイデアをありがとう。まちづくりのさんこうにし
ます。緑井のパンフレットを作っています。見てください。 

 

② 

「（グラフが）下がっとる。」「（祇園地区に人気度が）ぬかれとる。
何でだろう。」「このままいくと人気がなくなって，人も少なくな
って店がつぶれてしまう。」「お客さんが来ないと店の人の給料が
減るかなあ。」「みんな，毘沙門通り商店街のいいところ知らんけ
え，教えてあげたらいい。」 

図６ Ｂ児の企画書 



学級全体としては，96％の児童が，消費者の立

場を明確にし，具体的な内容でまとめをした（違

う地域から来る人33％，初めて来る人29％，おう

ちの人23％，子ども，外国の人，目の不自由な人

各３％）。 
以上のようなゆさぶりと反省的思考を通して,

児童は，自分のアイデアを再構成し，企画書の作

成に生かすとともに， 「店は私たちが住んでいる

地域と協力して町づくりをしている」という概念

を形成し，店と自分たちとが，売買以外の関係に

おいてもつながりがあることを記述した。 
このような学習過程を通して，児童の社会的な

見方・考え方が深まり，児童にとっての「学習問

題」は， 「自分たちが解決すべき課題」へと変容

していったといえる。 
 

(1) 社会参画の態度は育成できたか 

ア  ２回の見学活動前後の児童の社会的な見方・

考え方の比較 

店の工夫について学ぶために，表５のように，

予想，見学，まとめを含む２回の見学活動を設定

した。 
 

表５  見学活動にかかわる授業時間 
 １回目（フジ） ２回目（毘沙門通り商店

街） 
予想 第３時 第７時 
見学 第４・５時 第８・９時 
まとめ 第６時 第 10時 

 

第３時では，店の工夫について，品物，サービ

ス，その他（立地条件，店の形態）など，目に見

えるものや既有の社会認識から予想を立てている

ものがほとんどであった。また，それを調べる方

法として「見る」，「質問する」が中心で，店と客

という立場から見学に臨んだ。 
これに対し，第７時では，店の工夫について，

利益追求と社会貢献の視点から予想を立てていた。

質問については，「買い物客に（対して）」「お店の

人に（対して）」というように客の視点，店の視点

という双方向から準備をし，質問内容も明確にな

っている。 

また，見学後の記述については表６に示すとお

りである。 
 

表６ 見学のまとめの児童の記述と到達度 
時 記述内容 到達度 

第６時 
調べたことをもとに，売る側や買う側の願いを自
分の生活と結びつけて記述 

94％ 

第 10時 

地域の販売と特色について記述 92％ 
一般化された特色を記述 
◆「ほとんどの店にはサービスがあり，お客に笑
顔で喜んで買い物をしてもらうための工夫があ
った。」 
◆「お客さんのためや緑井の地域のことを考えて
イベントやサービスをやっている。」 

38％ 

 

以上から，２回の見学は社会的な見方や考え方

を深めるうえで役立つとともに， 「買う人に対す

る店の工夫」という視点だけでなく「地域の一員

としての店の工夫」を考える視点ももつことがで

き，児童の社会参画の広がりや深まりにおいても

効果があったと考えられる。 
 

イ 「自分とのつながりイメージ図」の活用状況 

児童が自分を基点として，どのような社会的事

象とつながったのかを「自分とのつながりイメー

ジ図」の活用状況から考察する（図７）。 
２回の見学活動（第４・５時，第８・９時）で

は，クラスの全員に近い児童が店とのつながりを

強く感じている。それとともに全体を通して店と

のつながりが増加している。また，見学を通して

地域とのつながりが増加傾向である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図７ 「自分とのつながりイメージ図」において

店，地域とをつないだ児童の割合 

 
このことから児童は見学を通して店だけでな

く，地域へもつながりが広がっていることが分か

店 

地域 



る。また，第10時以降，「その他」とつなぐ児童

が30％に達している。これは，その他として「毘

沙門通り商店街」を挙げるとともに，自分を基点

としない，「地域」と「毘沙門通り商店街」をつな

ぐ児童が増えたことに起因している。 
 

 (3) 二方向からの単元構成により，社会参画の力

は育成できたか。 

児童が二方向からの単元構成により，社会参画

の力を育成できたかについて児童の作品とデータ

分析から考察をする。 
図８は，Ｃ児の今までの学習をもとにした店の

工夫についてのまとめである。 
 

 

 

 

 

 

図８ Ｃ児の学習のまとめ 

 

図中の実線部は利益の追求に関する店の工夫，

破線部は社会貢献にかかわる概念的知識である。

これをもとに，Ｃ児は図９のように第14時（最終

時）の「つながりイメージ図」を作成した。なお，

第14時は，自分以外の社会的事象は，ばらばらの

カードとして児童に配布し，自由に並べるように

した。 
Ｃ児は分かったことをもとに，店の利益追求に

かかわる内容，社会貢献にかかわる内容を図式化

した。また，自分を基点とするだけでなく，店と

地域ともつないでいる。そして，思考の深まりの

一つの姿である，「買う人，売る人」の類型化も

行った。 
学級全体としては，Ｃ児と同じように売る人，

買う人として自分や家族，店を類型化する視点，

店どうしの協力をつなぐ視点のほかに，他地域内

においても同じような関係性があるのではないか

という視点など様々な視点があった。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図９ Ｃ児の最終時の「自分とのつながりイメ

ージ図」 

 

また，表７のような分析を行った。 

分析の結果，「社会の課題解決を目指した思考

力・判断力」と「社会参画の態度」の間には，強

い相関関係が認められた。このことから二つの力 
をともに育成することで，相乗効果が生まれると

いえる。 

  

表７「社会の課題解決を目指した思考力・判断 

力」と「社会参画の態度」の相関 
（Pearsonの積率相関係数）                    

n=31 
 社会の課題解決を目指した思

考力・判断力 

社会参画の態度 0.67* 
*p<.05 

 
以上のような児童の作品の考察や，統計処理か

ら，「社会の課題解決を目指した思考力・判断力」

や「社会に参画する態度」を育成する二方向から

の単元構成により，「社会参画の力が育成」され，

「社会参画を目指した学習」が成立するといえる。 

 

Ⅴ 研究のまとめ 

１ 成果 

 

本研究で活用した「自分とのつながりイメージ

図」の成果を２点挙げる。 

お客さんに喜んでもらえ
るようにがんばってい
る。 

サービス，値
段を安く，必
要なものを用

 
協力 



１点目は児童の社会参画への態度が形成され

ていく過程の可視化である。教師は，児童の社会

とのつながりや広がり，深まりの変容を見取るの

に役立ち，また児童にとっては，毎時間の振り返

りを通して，常に自分と社会とのつながりを明確

にし，社会の一員であるという意識付けになった

と考える。社会科学習導入期であるからこそ，考

えたことをまだうまく表現できない児童にとって，

線でつなぐという容易な作業を通して自ら考えた

ことを比較，関連，総合，再構成しながら概念的

知識を培うのに効果があったといえるだろう。 
２点目は学習形態への示唆である。「自分との

つながりイメージ図」において，友だちとつない

でいた児童は毎時間 30％を超え， 特に見学前の

予想をもつ第３時，第７時では，平均で60％を超

えていた。これは，友だちの意見を取り入れたり，

一緒に活動をしたりしたことが，自分の考えを再

構成する手立てとなり，他者とのかかわりに喜び

を感じている児童が多くいたからである。改めて

社会参画を考える時，学校生活の中で一番小さな

社会である学級における良質なコミュニケーショ

ンを通じて互いに学び合う経験を積み重ねること

が，社会参画を目指す学習の基盤となるものであ

る。今後，他の単元，他の学年でも児童相互の学

び合いが生まれる学習形態を単元計画の中に位置

づけ，実践を行ってみたい。 
 

２ 課題  

 

本単元において，ワークシートの記述による観

点別評価の到達度は平均で91％となっている。こ

のことから全体としては概ね学習のねらいに到達

しているといえる。 
しかし，学習後の評価テストの結果からは，思

考力・判断力・表現力がＣ評価の児童が２割程度

見受けられることも明らかになった。それは，社

会科学習をスタートさせたばかりの小学校第３学

年の児童にとって，見学や資料の読み取りなどの

習得が不十分な状態で，思考や判断を求めること

の難しさともいえる。見学活動後に，「店の工夫と

は具体的にどんなものが挙げられるのか」と問い，

習得した内容を具体化し整理する手立てを確保し

た後，思考・判断を問う必要がある。社会科学習

導入期は，これからの社会科学習の学び方を学ぶ

時間も含め，社会科の年間カリキュラムの見直し

を行い，習得と活用のバランスを考えながら児童

のつまずきを見取り，児童の社会参画を目指した

学習づくりを行っていく必要があるだろう。 
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